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「学術情報システム総合ワークショップ（試行）」
http://www.nii.ac.jp/hrd/ja/ciws/

本年度のテーマ「デジタル化された資料の活用」に関連して、次の3つの中から個別テー
マを設定し、調査・検討を進める。

（１）デジタル化された資料の状況調査と組織化
（２）デジタル化資料のデータベース(NDL、HathiTrust等)と連携した検索環境整備
（３）その他（全体テーマにかかわる個別課題を自ら設定する）

このためのインプット紹介

起

平成25年度学術情報システム総合ワークショップ
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各機関でデジタル化

デジタルで収集提供

ポータル整備

Web APIも整備

デジタル資源の
目録＋権利情報

デジタル化は進展し、
システムも整備されてきた。

どこで何のデジタルデータが
利用でき、どのように利活用
できるかについては未整備

起

平成25年度学術情報システム総合ワークショップ



NDLデータ
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（１）NDLのデータには何があるか
（２）NDLのデータをどのように利活用できるか

コンテンツ

メタデータ

権利に係る情報

利用
に係る
情報

作り手

使い手

起
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NDLのデータを大学
で利活用するに
は？

Univ. NII NDL

大学のデータを
NDL等を通じて利
活用させるには？

Univ. NII NDL

起
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コンテンツ

電子化

画像等

収集
コンテンツ

レファレンス
情報

全文テキス
ト

メタデータ

所蔵資料の
書誌データ

外部機関の
書誌データ

承
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組織化

各種メタ形式

各種Web API

コンテンツ
メタデータ

外部のデジタルアーカイブ

ユーザ
DC-NDL

認証／アクセス管理
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明治期

•マイクロフィルムからのデジタル化（画像、目次データ）

•400dpi相当 白黒2値

大正期・

昭和前期

•マイクロフィルムからのデジタル化（画像、目次データ）

•350dpi相当 グレースケール（8諧調）

大規模

デジタル化

•原資料から直接デジタル化（画像、目次データ）

•マイクロフィルムがあるものはマイクロフィルムから

•400dpi相当 フルカラー
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承

「資料デジタル化について」
http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/digitization.html
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http://www.houko.com/00/01/S45/048.HTM

平成22年1月施行

承
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平成12 13 14 15 16 17 18 19 20 21当初

10年分

14億円

21補正

127億円

22補正

10億円

承
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和図書

和雑誌

博士論文

1/5

1/4

1/3

90万冊

112万冊

14万冊

合計 1/4223万冊

資料種別
実施割合

(B/A)
デジタル化実施済 (B)

427万冊

455万冊

39万冊

950万冊

所蔵数
(A)

古典籍 1/47万冊29万冊

※ デジタル化実施済刊⾏年代は次のとおり。
【古典籍】江⼾期以前
【和図書】明治期〜昭和43（1968）年刊⾏
【和雑誌】明治期〜平成12（2000）年刊⾏（商業出版との調整タイトル等を除く。）
【博⼠論⽂】平成3（1991）年度〜平成12（2000）年度受⼊れ

※ 平成21年度までの所蔵数から平成13（2001）年度〜平成21（2009）年度整理数を除いた数。

平成24年3月末時点

承
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承
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承

http://current.ndl.go.jp/node/23768
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H12.10

パッケージ系電
子出版物の納本
制度による収集
開始

H14.11

許諾によるイン
ターネット資料の
収集（WARP）

H22.4

公的機関のイン
ターネット資料の
制度収集

H25.7

オンライン資料
の制度収集

（無償∧DRM無）

承
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http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S23/S23HO005.html

平成22年4月施行

承
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サイト単位： 約7,500件

著作単位： 約15万件

http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/internet_data.html

承
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23 http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S23/S23HO005.html

平成25年7月施行

承
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学位規則改正（H25.4.1施行）に伴
い、インターネット公表された国内
博士論文を収集予定

歴史的音盤アーカイブ推進協議
会（HiRAC）との契約に基づき、デ
ジタル化したSP盤等の音源データ
を提供

http://rekion.dl.ndl.go.jp/
http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/hakuron.html

承
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調べものに有用な情報源を紹介
レファレンス事例や調べ方マニュアル
等を紹介（全国の図書館等と協同）

http://rnavi.ndl.go.jp/rnavi/
http://crd.ndl.go.jp/reference/

承
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事前にメタデータ収集

都度、横断検索

OAI-PMH等

Open Search等 http://iss.ndl.go.jp/

承
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参加館 1,123機関
データ提供館 66機関

http://iss.ndl.go.jp/somoku/

承
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約

200 
データベース

http://iss.ndl.go.jp/information/target/

承

平成25年度学術情報システム総合ワークショップ



32

事前にメタデータ収集

http://kn.ndl.go.jp/

OAI-PMH等

承

一部コンテンツも収集
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データベース

http://kn.ndl.go.jp/static/db

承
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http://www.ndl.go.jp/jp/data/diet.html
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古典籍・第二次
大戦以前の刊
行図書

NDL館内での
提供

著作権処理

→インターネッ
ト提供

電子図書
館サービス
のためのデ
ジタル化 戦後期刊行図

書・雑誌等

NDL館内での
提供

≪絶版資料の
図書館への配
信≫

資料保存の
ためのデジ

タル化

36 ※視覚障害者等への提供コンテンツ拡充が別枠で課題

転
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http://dl.ndl.go.jp/

http://kindai.ndl.go.jp/

転
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資料種別
インターネット

公開
館内限定

提供
合計

古典籍 7万点 2万点 9万点

図書 34万点 55万点 89万点

雑誌 0.5万点 104.5万点 105万点

新聞 7点 - 7点

歴史的音源 740点 4万点 4万点

官報 2万点 - 2万点

博士論文 1.5万点 12.5万点 14万点

憲政資料 140点 - 140点

日本占領関係資
料

1.7万点 700点 1.7万点

プランゲ文庫 - 0.3万点 0.3万点

合計 47万点 178万点 225万点

http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/digitization.html
（H25.5時点）

転
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http://www.houko.com/00/01/S45/048.HTM

著作権法第31条の3

平成25年1月施行

平成26年1月から送信開始予定

転
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①申請

②許可

③要求

④送信

各図書館職員

⑤利用

利用者

各図書館端末 国立国会図書館
サーバ

転

平成25年度学術情報システム総合ワークショップ



41

https://www.ndl.go.jp/jp/attention/reproduction.html

転
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http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/syoshiservice.html
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NDLへデータ提供 NDLからデータ提供

A
P
I

A
P
I

m
a
p
p
in

g

m
a
p
p
in

g

Request

Data

転

平成25年度学術情報システム総合ワークショップ



46

プロトコル 入力形式 出力形式 アクセスURL

SRU URL XML http://iss.ndl.go.jp/api/sru

OpenSearch URL XML(RSS) http://iss.ndl.go.jp/api/opensearch

OpenURL URL HTML http://iss.ndl.go.jp/api/openurl

OAI-PMH URL XML http://iss.ndl.go.jp/api/oaipmh

http://iss.ndl.go.jp/information/api/

DC-NDL（RDF）、DC-NDL（Simple）、JSON

転
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http://iss.ndl.go.jp/information/api/

http://kn.ndl.go.jp/static/api
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48 http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/pbsrss.html
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http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/standards/meta/about_dcndl.html

転
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50 http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/standards/meta/dcndl_examples.html
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http://id.ndl.go.jp/auth/ndla
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52 http://ndlopac.ndl.go.jp/F/?func=find-c-0&local_base=gu_nz
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VIAF OCLC WorldCat
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http://viaf.org/

http://www.worldcat.org/
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曾祖父でした…

まずは、NDLデジタル化資料と
CiNii Booksとの重複率調査…

結

平成25年度学術情報システム総合ワークショップ



57

× ＝ ？？

結
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結
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さいご

H25年度NII学術情報システム総合ワークショップ

info-access@ndl.go.jp

国立国会図書館
電子情報部 電子情報サービス課
情報アクセス提供係
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